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プログラて 

 9:00-15:50 受付■純正館 1階 
 

10:00-10:15  開会行事■S013教室 

  司会◆山本 勝巳（流通科学大学χ 

  挨拶◆燐海 直人（会場校質同志社女子大学 表象文化学部長χ 

  挨拶◆若本 夏美（支部長質同志社女子大学χ 

 

10:30-12:00  ワ実クショップǖθ中高授業研究部会χ■S501教室 （当日先着順で 40名までχ 

   講師◆琄田 哲朗（京都教育大学附属高等学校χ質西本 有逸（京都教育大学χ 

   坤協同学習へ昨誘い墾 

   ワ実クショップǘ（メソ詩ロジー研究部会χ■S203教室 （当日先着順で 50名までχ 

   講師◆浦野 研（北海学園大学χ 

   坤研究会をひと三゙雑多く削届け傘：ライ字中継や資料共有昨方法墾 

 9:30-16:00  業者展示■純正館 1階エントランスホール 

 

12:00-13:10  昼食 

  運営委員会■S015教室 

 

13:10-15:25  研究発表・実践報告  会13:10-13:40  解13:45-14:15  回14:20-14:50  塊14:55-15:25 

  第ǖ室θ研究発表・実践報告χ■S103教室 

  司会◆高橋 幸子（ノートル私ム清心女子大学χ 

会The Concept of Internationalization in Relationship to Higher Education: A Japanese 

and American Perspective 

  EBERL, Derek（Juntendo Universityχ 

解TOEIC 式スニングと学習習慣昨特徴： 大学生英語学習者昨学習サイクル育成を目指して 

  片岡 晴美（近畿大学（非χχ 

回音読質サイトラ質発音学習質TOEIC®テスト問題練習腰視伺クテーション削皿傘学習効果：

TOEIC®テスト課題削皿傘検証 

  飯野 義一（神戸大学院生χ質山田 玲子（ATR知能ロ滋テ伺クス研究所χ 

  第ǘ室θ研究発表・実践報告χ■S104教室 

   司会◆佐藤 臨徂郎（奈良教育大学χ 

会検定教科書削特化したラウン詩制式ー視伺ング授業昨実践と効果 

 ～誰削゙雑出来傘読解対応力養成授業昨普及を目指して～ 

  幸前 憲和（大阪商業大学高等学校（非χχ 

解例文肴き単語集婚LINKS 1500恨を活用した予習質小テスト質Make-Up昨連環 

  靜 哲人（大東文化大学χ 

回総合的作英語学習として昨アカ視璽ック質視伺ベート： 

 ―ライテ伺ング能力養成昨観点か晒― 

  橋尾 晋烋（同志社大学院生χ 

塊語順整序問題削皿傘統語処理昨通年ト鴫ーニング 

    森託 美和（神戸学院大学χ質山本 誠子（神戸学院大学χ 

 第ǚ室θ研究発表χ■S105教室 

  司会◆福島 祥行（大阪市立大学χ 

会日本語教科書削採け傘文学的テキスト昨使用傾向：出現割合と扱わ参方 

 式ッチングス 失伺ッキー アン（関西学院大学院生χ 

 

 



解日本人小学生昨英語文字質音素認識力：大阪市重点校 19校削採け傘大規模量的実証研究 

  斉藤 倫子（関西学院大学（非χχ質川﨑 眞理子（関西学院大学（非χχ質 

  禰宜田 陽子（大阪市教育委員会指導部英語教育グループχ 

回英語音声゙持肴イメージ: 無意味語調査削皿傘音素間比較 

 中西 昨三こ（神戸学院大学χ 

 第ǜ室θ研究発表・実践報告χ■S106教室 

 司会◆山本 勝巳（流通科学大学χ 

会反復学習昨効果を高め傘３肴昨要因： 

 コンピュータを活用した外国語学習削採け傘スケジュール最適化 

 松田 成弘（神戸市立楠高等学校χ 

解イタ式ア語昨授業削採け傘坤文変形提示ツール墾昨開発と実践事例 

  堂浦 律子（京都外国語大学（非χχ質井上 昭彦（京都外国語大学（非χχ

 

回L3学習者削採け傘動機付けと情意要因削関す傘縦断調査: 

 iPadを用いたアクテ伺字ラーニングを教育的介入として 

  岩居 弘樹（大阪大学χ質西田 理恵子（大阪大学χ 

塊TED Talk作鷺動画昨字幕フ仕イル昨編集を動画教材作成削活用す傘方法 

 東 淳一（順天堂大学χ 

 

15:25-15:35  休憩 

 

15:35-17:05  基調講演■S013教室 

 坤日本削採け傘英語教育と国際言語として昨英語墾 

  講師紹介◆上田 洋子（大阪女学院大学χ 

  講師◆本名 信行（青山学院大学名誉教授χ 

 

17:05-17:15  閉会行事■S013教室 

 司会◆山本 勝巳（流通科学大学χ 

 挨拶◆杉森 直樹（副支部長質立命館大学χ 

 

17:30-19:30  懇親会■CASA BIANCA（京都市上京区今出川通寺町西入大原口町 214χ 

  司会◆今井 由美子（同志社女子大学χ 

  挨拶◆野闌 和宏（副支部長質神戸市外国語大学χ 

 

 

 

お知らせ 

 参加者朔，受付削て必゙参加ɔ録票削゙記入昨うえ，ネームホル私ーを採受け取三ぐさい。LET 会

員朔無料゙す。非会員昨方朔当日会費 2,000付（大学院生朔，学生証を提示していだくと 1,000付χ

を受付゙採支払いぐさい。また，学部生朔無料゙゙参加いだけます。作採，支部大会当日削゙入

会いだくこと雑可能゙す昨゙，支部事務局（受付χま゙採申し出ぐさい。 

 当日キャンパス内昨学食朔開いて採三ませ珊。大学周辺昨鴫ストラン等を゙利用託さい。採弁当を

採持ち昨方朔5階テラス作鷺゙採召し上゙三ぐさい。 

 館内朔全面禁煙゙す。 

 懇親会朔CASA BIANCA（学外質イタ式アン鴫ストランχ削て開催いたします。参加費朔 2,000付（学

生 1,000付χ゙す。当日，大会受付削て採申し込札ぐさい。 



日本における英語教育と国際言語としての英語        

 
 

本名信行（青山学院大学名誉教授χ 

 

 

 世界昨多く昨人々削とって, 英語朔雑うひと肴昨こと柵（English as an additional languageχ

削作ってい傘。す作わち腰英語朔国際コ璽ュニケーション削採け傘自己表現昨こと柵作昨゙あ傘。 

そして, 世界昨人々゙英語をそ昨皿う削使う削肴参, そ参朔ますます脱英米化して, 多文化言語

削作っていく。普及朔必゙, 変容を呼鮭か晒゙あ傘。 

 日本人とマ鴫ーシア人゙英語゙話すとき, 採だい削アメ式カ人やイギ式ス人昨真似をし作け

参柵作晒作いとした晒, 不便こ昨うえ雑作い。゙か晒, 実際, 日本人朔日本人晒しいじざ, 日

本人晒しい英語を話すし, マ鴫ーシア人朔マ鴫ーシア人晒しい桜傘まい゙, マ鴫ーシア人桜う昨

英語を話す。こ参朔゙く自然作こどあ傘。 

しか雑, ノンネイテ伺字スピーカー鷺うじ朔, アメ式カやイギ式ス昨話をす傘こと朔めった

削作い。日本人とベト試ム人゙出会え柵, 日本人朔ベト試ム昨ことを聞き, ベト試ム人朔日本昨こ

とを聞く昨゙桜肴ゔあ傘。そご, 採だい゙自分昨国昨社会や文化昨ことを英語゙話す皿う

削作傘。 

 日本人作晒日本昨ことを英語゙いえ作け参柵作晒作い。英語朔情報昨言語といわ参傘゙, 私た

ぢ自国昨情報を英語゙伝達゙き作け参柵, 作珊削雑作晒作い。外国昨情報を受信す傘柵か三゙

作く, 日本昨情報を発信す傘こど期待さ参傘昨゙あ傘。同様昨こと朔, 鷺こ昨国削人削雑いえ傘。

国際コ璽ュニケーションと朔, こういった双方向昨交流昨こどあ傘。 

 こう考え傘と, 英語教育質学習昨基本朔, 自己表現能力昨育成削あ傘こどわか傘。私たち朔,

新しい語句や構文を学鮭たび削, そ参を使って自分昨ことを言う訓練をす傘必要゙あ傘。また, 

自国昨文化や社会削肴いて, 読珊゙三書いた三, 聞いた三話した三し作け参柵作晒作い。他国昨

事情を教材削す傘場合゙雑, 自国゙朔鷺うかと常削考え傘必要゙あ傘。 

同時削, 英語を話せ柵話すほ鷺, 自然削自国風昨英語削作傘。ネイテ伺字゙作珊て言うかを調べ

てい傘時間朔作い。日本人作晒, 日本語昨言い方を作財傘朔゙゙あ傘。花火昨ことを fire flowers

というか雑し参作い。fireworks を知晒作け参柵, や殺をえ作い。（flower fire 朔あま三聞か作い

昨゙, 必゙し雑直訳゙朔作いこどわか傘。日本語を基削し作゙晒雑, 英語化昨知的操作゙作さ参

てい傘昨゙あ傘。χWe went to Kyoto by car.朔ず削口か晒出傘゙, We drove to Kyoto.と作傘と

けっこう殺゙かしい。 

日本削朔, フ伺式ピン英語やシン姉ポール英語削相当す傘皿う作ニホン英語゙作いと皿くいわ

参傘。作材作いかというと, 日本人朔英語をあま三使わ作いか晒゙あ傘。だし腰私たぢこ参

か晒国内外゙英語を使え柵使うほ鷺腰Japanese patterns of English ゙発達す傘と考え晒参傘。

英語教育昨強化朔ニホン英語昨基礎を造傘昨゙あ傘。 

日本昨英語教育゙朔, 学習者昨自己表現力昨育成削力を注゙と同時削, 英語昨多様化を受容す

傘態度を涵養す傘こど求め晒参傘。そ昨ため削朔, 英語教育削異文化間式テラシーを導入す傘

こど大勉゙あ傘。そ参朔世界昨あちこぢ話さ参てい傘英語昨変種朔腰言語と文化昨基準か

晒か晒札て, すべて同等削正当゙あ傘ということを理解す傘ことか晒朔載ま傘。 

 

参考書 

本名信行婚国際言語として昨英語 文化を越えた伝え合い恨冨山房インター試ショ試ル腰2013 年。 
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協同学習への誘い 

 

 叟田哲朗珙京都教育大学附属㔾等学校珩 

西本有逸珙京都教育大学珩 

 

 

 教室内腔の協同学習の魅力につい肱ワ察クショップ形式腔考えます午 

 

琨．小学校外国語活動の誤Hi, friends!護に見ら黒鵠原型珙西本担当珩 

琬．中学校教科書を用い肱伍思考刷判断刷表現力の育成を目指した協同学習珙西本担当珩 

琯．㔾校教科書を用い肱日本語腔行う協同学習珙叟田担当珩 

琰．㔾校削ベ作の Dictogloss を英語腔行う協同学習珙叟田担当珩 
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研究会をひと瞤𤹪も多くに届ける： 

ライブ中継や資料共有の方法 

 

浦野 研（北海学園大学χ 

 

 

 外国語教育昨分野゙朔腰理論的作雑昨か晒実践的作雑昨ま゙大小さま菜ま作研究会゙日々開催

さ参ています。メー式ング式ストや SNS 等゙流参てく傘告知を見て, 坤あ参削参加したい墾, 坤こ

参削雑興味゙あ傘墾と思うこど多い反面, 時間朔有限゙あ三, すべて昨イベント削顔を出せ傘わ

げ朔あ三ませ珊。また, 遠方゙昨開催昨場合, 地理的また朔金銭的作理由゙参加を断念せ菜傘を

得作いこと雑あ傘゙し鮫う。 

 研究会を主催す傘立場゙考えて札て雑, 少じ雑多く昨方削参加をしてほしいと思い作゙晒雑,

日程調整や会場確保作鷺昨制約条件゙多く, い菜開催して札傘と思い昨ほか参加者゙少作くて

゙っか三した経験を採持ち昨方雑い傘か雑し参ませ珊。そご本ワークショップ゙朔, 実際削研

究会削参加゙き作い方雑オンライン゙擬似的削参加した三, 後日研究会を追体験゙き傘皿う削

す傘ため昨手゙てを実例を交えて紹介します。高額作機材や高度作技術を前提とぜ, そこそこ

昨クオ式テ伺昨雑昨を゙き傘゙け手軽削共有す傘方法を一緒削体験しまし鮫う。 

 動画を簡単削配信（ライ字中継χす傘ため昨サービスとして皿く知晒参てい傘昨朔 Ustream 

(http://www.ustream.tv/) ゙す。あ晒か載め無料昨アカウントを作成し, 中継用昨チャンネルを作

成して採け柵, ビ視オカメラ作鷺を用意し作くて雑, Ustream アプ式をインストールした iPad 昨

皿う作タ字鴫ットや iPhone 昨皿う作スマートフォン 1 瞭゙簡単削動画昨配信゙可能゙す（イン

ターネット接続゙必須゙すχ。視聴者朔ウェ字字ラウ孜を利用して, 数秒遅参゙配信さ参傘音声肴

き動画を無料゙見傘こど゙きます。中継終了後削朔動画を Ustream サーバ上削保存す傘こと雑

゙き傘ため（現在昨とこ山国内゙朔無料゙利用可χ腰保存さ参た動画朔オン視マン詩゙い肴゙雑視

聴可能削作三ます。 

 研究会等昨発表゙朔腰プロジェクタを使ってスライ詩資料を投影す傘こと雑当た三前削作三ま

し た 。 ス ラ イ 詩 資 料 を 公 開 質 共 有 す 傘 手 段 と し て 人 気 ゙ あ 傘 昨 ゙ Slideshare 

(http://www.slideshare.net/) ゙す。スライ詩゙げ雑作三込札方削皿って十分わか三やすい資料

と作三ますし, 動画皿三゙っと手軽削公開質共有゙き傘昨雑魅力゙す。また腰上述昨皿う作簡便作

方法゙動画配信をした場合削朔解像度゙そ参ほ鷺高く作いため , Ustream 配信と併せて

Slideshare ゙スライ詩雑公開して採くと親勉゙す。 

 本ワークショップ゙朔腰こ昨他削雑 Twitter や Facebook を利用した効果的作研究会昨告知や

意見質情報共有昨方法 , 無料サービスを使ったウェ字上゙昨参加申し込札方法 , 

CasualTranscriber という無料ソフト（Mac 専用: http://bit.ly/casualtranscriberχを利用して録

音 さ 参 た 発 表 と ス ラ イ 詩 資 料 を 統 合 し 腰 音 声 肴 き ス ラ イ 詩 と し て YouTube

（http://www.youtube.com/χ等゙公開す傘方法等削肴いて雑紹介す傘予定゙す。 
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The Concept of Internationalization in Relationship to Higher 

Education： 

A Japanese and American Perspective 

 

 

EBERL, Derek R.（Juntendo Universityχ 

 

 

Key Words： Internationalization, higher education, global awareness, student perspectives, 

Japan, U.S. 

 

 

In both Japan and the U.S. “internationalization” has been a popular term, or buzzword, for some time and the 
importance of its value has been increasing. In both cultures, internationalization connotes a positive feeling of global 

awareness and the importance of understanding cultures beyond one’s own realm. As a result of this outlook, one of the 

priorities of higher education has been to include global awareness in curriculums and education programs have focused on 

fostering student skills in cross-cultural communication, intercultural competence and the general understanding of people 

of other cultures. However, although the basic interpretations of internationalization are identical, the way of achieving 

this goal can differ greatly. For example, while American schools see internationalization basically as it is interpreted 

above and thus create education programs to achieve this aim, some universities in Japan have created a more complicated 

approach to this objective, and in some cases have seemingly turned ‘internationalization’ into an extension of their 

education program. With the emphasis on achieving high scores on English tests such as TOEFL and TOEIC—that has 

now become a trend amongst numerous English curriculums in Japan—from a student perspective, it can seem that high 

scores in English are an essential step to internationalization. Moreover, since a growing number of universities are 

encouraging students to study abroad, students may see this as being another crucial step to internationalization. Such 

interpretation gives students a feeling that internationalization, in reality, is overwhelming and unfeasible. One of the key 

elements of developing internationalization is in the shaping of attitudes. To effectively do this, a clear understanding of 

how students feel and interpret this topic is crucial. Also, a clear definition of what is actually meant by 

internationalization and how it relates to their lives is essential. Beyond that, it is important to know how students 

perceive the world around them. How do they feel about the people of other cultures? How much do they want to know and 

learn about the world around them? Do they feel it is necessary to become internationalized? In this presentation, the 

presenter would like to share information he has gathered from both Japanese and American students in regards to 

internationalization. The information gathered is from interviews, classroom discussions and surveys. The presenter will 

share the beliefs, attitudes and opinions on how students interpret this important topic. He will examine the approaches 

that students feel are necessary in achieving this aim. He will also examine the countries, cultures and languages students 

are interested in. In sum, the presenter would like to share the insight he has gathered from the perspective of Japanese 

and American students.  He would also like to encourage student and teachers interested in this topic to actively 

participate and share as much information as they can on this topic. 

References 

Agawa, N. (2011). The internationalization of Japan’s higher education: Challenges and evolution. Repères Campus France. 

10. Retrieved from http://ressources.campusfrance.org/publi_institu/ agence_cf/reperes/en/reperes_10_en.pdf 

McVeigh, B. (2002) Japanese Education as Myth. Armonk: M.E. Sharp. 
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TOEIC 箛スニングと学習習慣の特徴： 

大学生英語学習者の学習サイクル育成を目指して 

The Characteristics of TOEIC Listening and Learning Customs: 

  Fostering the Learning Cycle for Japanese University EFL Students 

 

 

片岡 晴美（近畿大学質非常勤講師χ 

 

 

キーワー詩： TOEIC 式スニング UNIVERSAL PASSPORT (UNIPA)自律的学習 学習習慣 

 

 

本発表昨目的朔腰大学 2 回生を対象削 TOEIC Listening Section 昨点数向上を目指して学生達

゙行った授業時間外昨式スニング学習活動昨特徴を調査す傘こどあ傘。 

人間昨言語習得昨過程朔坤聞く→話す→読殺→書く墾゙あ三（江利川, 2006, 2008χ腰英語能力

を伸柵すため削四技能(Listening, Speaking, Reading, Writing)昨育成゙求め晒参傘(文部科学省; 

1999, 2009; Nation, 2009; Widdowson, 1978)。そご第一習得段階゙あ傘坤聞く(Listening)墾昨

育成削関して, 英語専攻゙朔作い大学生削とって英語昨音声教材を聞く学習習慣を持肴こど大

勉゙あ傘と考えた。また大学教育現場゙朔学生達昨将来昨就職活動を踏まえ, TOEIC や英検作鷺

昨資格取得゙奨励さ参てい傘。さ晒削英語゙げ作く , Information and Communication 

Technology (ICT) 能力雑育成す傘必要゙あ傘（文部科学省, 2002, 2010χ。 

式スニング能力を伸柵す琦削朔, 式スニング昨学習習慣を育成す傘必要゙あ傘。そご 2014 年

度昨授業シラバス昨授業時間外削必要作学修昨欄削坤教科書付属昨音声 CD 昨内容を自分昨スマ

ートフォン昨璽ュージック削入参て採くこと。そして授業時削朔腰充電したスマートフォンとイ

耳ホンを持参す傘こと墾坤授業昨復習として腰教科書付属昨音声 CD を活用して聴き読札を 1 週間

削 3 回行うこと墾と記載した。学生各自゙所有す傘スマートフォンや iPod 作鷺昨音声記憶媒体削

教科書昨音声 CD 昨音声視ータを保存す傘必要゙あ傘昨゙, 教員゙鷺昨皿う作手順゙教科書昨音

声 CD 昨音声視ータを自分゙所有す傘 iPhone 削入参た昨かというマニュアルを参考として作成

した。そして学生達゙こ昨マニュアルを参照゙き傘皿う削 , 学内ポータルシステム゙あ傘

UNIVERSAL PASSPORT (UNIPA)へアップロー詩した。 

本発表゙朔腰大学 2 回生 43 名を対象削調査した(1)教科書昨 TOEIC Listening Section 昨正解

率と腰(2) 授業時間外削行った教科書昨 TOEIC 式スニング問題を使用した学習活動削関す傘質問

紙調査昨結果を報告す傘。結果か晒腰教科書昨式スニング正解率朔 65.76％゙あったと明晒か削

作った。そして学生昨 97.67％゙音声記憶媒体削音声を保存し腰授業時間外削保存した音声を活

用して一週間削烋均 1 時間 19 分昨式スニング学習を行っていたこど分かった。 

口頭発表゙朔, 皿三詳細作質問紙調査結果と式スニング正解率昨上位群と託位群を比較した分

析結果を報告す傘。そして結果を踏まえ, TOEIC 昨式スニング指導法削肴いて考察し, 教員とし

て授業外学習削関す傘指導削肴いて提案す傘。 

 

実践報告 Ｓ臤０３教室 
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音読・サイトラ・発音学習・TOEIC® テスト問題練習、 

ディクテーションによる学習効果： 

TOEIC®テスト課題による検証 

Effects of Oral Reading, Sight Translation, Pronunciation Practice, TOEIC Test Practice and 

Dictation as Measured by TOEIC Test Trials 

 

 

飯野 義一 （神戸大学質大学院生χ 山田 玲子 （ATR知能ロ滋テ伺クス研究所χ 

 

 

キーワー詩： TOEIC 音読 サイトラ 発音 視伺クテーション 

 

 

飯野質山田（投稿中χ朔腰実践的作英語学習法として注目さ参てい傘音読やサイトラ（サイト質

トランス鴫ーションχ削加えて腰発音学習腰TOEIC® テスト問題練習削皿傘学習実験を行い腰TOEIC

テスト昨課題削直接関連昨作い課題゙雑 TOEIC® テスト昨スコア向上削寄与す傘可能性を示した。

またこ参晒４肴昨学習法昨組合せ削皿って効果削違い゙あ傘か検討し, 発音学習と音読削朔順序

効果゙あ三, 発音学習をしてか晒音読を行った方゙学習効果゙高い可能性を示した。しかし, 学

習者昨数゙十分゙朔作かったため, 本研究゙朔学習法昨一部削肴いて学習者昨数を増やし, 組合

ぜ朔作く単独昨効果を再検討した。そ昨際, こ参晒昨学習法削視伺クテーションを加え, ５肴

昨学習法を対象とした。 

  具体的削朔, 大学 1 年生を対象削 TOEIC® テスト昨設問を主要作言語素材として, こ参晒５肴

昨学習法を半期昨各授業内削約２ǹ分実施し, 期初と期鑽削行った約１／５スケール昨 TOEIC® 

形式テスト昨正答率を比較した。学習者全員昨同テスト昨正答率昨烋均値朔 43.96 か晒 48.74 削

4.78ポイント有意削上昇し, こ参晒昨学習法全体として効果゙あったこど示さ参た。作採, 学

習者数朔 TOEIC® テスト問題練習゙２ǹ人, 発音学習゙１ǹĽ人, サイトラ゙３Ť人, 音読゙３

Ť人, 視伺クテーション゙２ǹ人゙った。 

   各学習者昨 TOEIC® テスト昨パート毎昨正答率昨烋均値を従属変数として, 学習法゙分けたグ

ループ腰プ鴫テストとポストテスト昨テストフェイ枝を２要因とす傘分散分析を行ったとこ山, 

グループとテストフェイ枝昨各主効果朔有意゙った。また両者削交互作用朔作かった。学習法別

゙朔, 視伺クテーションとサイトラ以外昨９４EI（®テスト問題練習, 発音学習, 音読゙同正答率゙

有意削上昇し, 上昇幅朔こ昨順削大きかった。プ鴫テストか晒ポストテストへ昨上昇幅削肴いて

F検定を行ったとこ山, グループ間昨有意差朔作かった。 

こ参晒昨結果か晒発音学習, 音読といった TOEIC® 課題削直接関連昨作い課題゙雑 TOEIC® テス

ト昨スコア向上削寄与す傘可能性゙改めて示さ参た。特削発音学習削肴いて朔, こ参ま゙昨実験

を累計した結果腰実験参加者数゙１ǹĽ人削上って採三腰そ参゙雑 TOEIC® テスト昨正答率゙有

意削上昇したことか晒, そ昨効果昨可能性゙皿三強く示さ参たと言え傘。や朔三発音削重点を置

いた学習法削 ９４EI（®テスト昨スコアを伸柵す可能性゙あ傘こと朔否定゙き作いと思わ参傘。 

 今後腰皿三制御した学習グループ゙昨検討や実験参加者数を増やす等削皿三実験精度を上砦, 

鷺昨皿う作学習法や組合ぜ効果的かさ晒作傘検討を行いたい。 

研究発表 Ｓ臤０３教室 
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検定教科書に特化したラウンド制箛ーディング授業の実践と効果： 

誰に𤹪も出来る読解対応力養成授業の普及を目指して 

The Effects of Authorized Textbook-based Intensive Listening & Reading aloud in the 

Classroom 

 

 

幸前 憲和 （大阪商業大学高等学校質非常勤講師) 

 
 

キーワー詩：式ー視伺ング 式スニング モチベーション 40,000 語 字鴫イクスルー 

 

 

 日本昨英語教育現場゙費やさ参傘時間朔中高合わせて烋均 600 時間強と言わ参傘。イマ―ジョ

ン教育作鷺昨烋均 4000時間か晒す参柵非常削少作い数値゙あ傘。こ昨限晒参た授業時間内゙ 4技

能すべてを盛三込殺昨゙朔作く, 執筆者昨授業朔 OUPUT 活動へ昨サイ鴫ントピ式オ詩と捉え, 式

ー視伺ング昨授業(4 単位)を文法訳読か晒離参教科書を徹底的削使いこ作し聴解力を伴う読解力

を付け傘ラウン詩制式ー視伺ング授業展開した。 

ラウン詩制式ー視伺ング授業と朔簡単削言え柵音声入力と出力昨各ラウン詩を追ゔと昨漆塗

三゙あ傘。1～3ラウン詩゙朔徹底音声インプット削皿傘内容理解, 4～6ラウン詩゙朔文構造と意

味理解した上゙昨徹底音読練習削皿傘内在化, 7～9ラウン詩゙朔アウトプットとして昨コ璽ュニ

ケーション活動へ昨流参゙一般的゙あ傘。 

実験群クラズ朔ラウン詩 5 削て教科書本文昨繰三返し音読゙あ傘と朔いえ, １鴫ッスン約

4000語を１年゙ 5鴫ッスン扱ったため約 40,000語音読した。こ参朔センター試験 5～8回分昨量

削相当す傘。従来型昨文法訳読授業゙朔不可能作数字゙あ傘。こ参゙け昨量を最低授業中゙げ

雑１年間集中させ参柵読解力削効果゙出傘昨゙朔作いかという仮説を立てた。勿論こ昨大量音読

゙生きてく傘昨朔意味構造を理解した英文を何度雑音読す傘という一貫したラウン詩制授業昨式

枝ム昨中削埋め込珊゙こそ効果゙期待゙き傘昨゙あ傘。 

調査対象朔英語削採いて全国烋均を少し託回傘高校忠年生゙あ傘。統制群を文法訳読作鷺削し

て学期゙と昨入参替えをすべぎあっだ, 次年度検証校゙教授出来作い事情゙あったため執筆

者担当全４クラス(１クラス約 42名)゙ラウン詩制授業を採用した。１学期昨中間試験ま゙朔クラ

ス昨適性を見肴肴, Round5 ゙すべて違った方法゙必゙ 10 回音読す傘クラスを実験群, 10 回音読

達成削拘晒゙文法構文パート作鷺を詳しめ削扱うクラスを統制群とした。調査手段朔 1 年間昨全

国模試成績 3 回分昨英語偏差値推移と１年後昨英語読解聴解作鷺削対す傘意識調査゙あ傘。模試

結果削肴いて朔１回目昨偏差値゙ 55以上を上位群腰55未満 45以上を中位群, 45未満を託位群と

して分類した。結果腰中位群と託位群皿三 10ポイント以上 1年゙上゙った生徒゙ 7名出た。そ昨

内 5 名朔 10 回音読を年間通載て熟した実験群昨生徒゙あ傘。こ昨差朔ラウン詩制を基削した

40,000語音読昨効果を示唆してい傘と考え晒参傘。意識調査昨内昨一肴坤模擬試験や英検作鷺゙

式ー視伺ング読殺速さ変わったと思うか。墾削採いて朔腰実験群 77名中 47名昨半数以上゙効果を

感載た結果と作った。対して統制群朔 76 名中何晒か昨効果を感載た昨朔 39 名゙あった。こ昨 8

名昨差雑 40,000語音読昨効果を示唆してい傘可能性゙あ傘。 

本篇゙朔ラウン詩制授業昨各ラウン詩実施詳細及び調査結果詳細更削実施をす傘上゙昨問題点

雑提起す傘。 

実践報告 Ｓ臤０４教室 
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例文つき単語集婚LINKS 1500恨を活用した予習・小テスト 

・Make-Upの連環 

Integrating Pre-class Assignments, In-class Quizzes, and Post-class Makeup Assignments 

Based on LINKS 1500 

 

 

靜 哲人 （大東文化大学χ 

 

 

キーワー詩：単語集 宿題 小テスト 

 

（１χLINKS 1500 と朔 

婚LINKS 1500 大学生昨ため昨トピック別必修英単語恨（望月正道他 2013, 金星堂, 以託 LINKSχ朔, 1500 語を 50 語゙肴削

分けて例文昨中゙提示す傘単語集゙あ傘。音声朔フ仕イルとして無料゙私ウンロー詩゙き傘。こ昨 LINKS を英語学科昨２年生

科目坤英語教育概論墾昨授業昨一部゙腰教員免許取得希望者昨英語基礎力向上昨ため削使用してい傘。 

（２χ授業計画 

 LINKS 朔全体゙ 30 パート作昨゙, １回昨授業゙１パート扱うこと削す参柵年間 30 回昨授業削過不足作い゙, 定着効果を考

え, １回昨授業゙桜た肴昨パート 100 語を扱い, ひと肴昨パード２回昨授業゙触参晒参傘皿う削した。 

（３χ予習と小テスト採皿び不合格゚試ルテ伺 

a. 予習としてそ昨日昨ターゲット 100 語昨ス゚式ング採皿び音節数と音節゙と昨強弱パタン（坤ポンポンパタン墾と呼鮭χを

PC 打ちさせ紙ベーズ持参させ傘。（例： share  O   responsible  oOoo χ。や三方と意図朔初回授業゙説明し, 音声学知

識朔前提としてい作い。 

b. 授業開始後２肴目昨活動として LINKS 昨小テストを行う。テスト用紙朔上述昨プ式ントアウト昨裏面を使用す傘。 

c. テスト問題朔 10 題゙ 5 題朔前半昨パートか晒, 5 題朔後半昨パートか晒出題す傘。 

d. 前半昨パード朔, ラン私ム削選珊゙例文を教師゙１回自然作速度゙音読した雑昨を, 全文書き取晒せ傘。１文毎削自己採点

（10 点満点゙１語１点昨減点法χさせ傘。こ昨部分昨満点朔 10 点×5 文=50 点。 

e. 後半昨パード朔, ラン私ム削選珊゙例文を, ターゲット語を一瞬昨ポー枝雑しく朔非言語音゙置き換えて教師゙音読し, 学

生朔言わ参てい作いターゲット語昨ス゚式ングとポンポンパタンを書く。１語毎削正解を確認し, ス゚式ングとポンポンパタ

ン朔そ参財参 5 点゙別々削自己採点させ傘。こ昨部分昨満点朔(5 点+5 点)✕5 文=50 点。 

f. 前半と後半を合計した満点朔 100 点゙, 合格最低点を 50 点削設定す傘。 

g. 49 点以託朔不合格とし, 一律削 0 点として記録す傘。 

h. 0 点を取った者朔次回昨授業削坤Make-Up シート墾を出すことを義務咲け傘。こ昨提出を雑って 0 点昨記録を最低合格点゙

あ傘 50 点削上方修正す傘。 

i. Make-Up シート削朔, 不合格した回昨全ターゲット語（100 語χ削肴いてすべて例文を手書きす傘。 

j. 作採授業を欠席した場合雑, 次削出席す傘日削 Make-Up シートを提出せ搾柵作晒作い。欠席者雑こ昨提出を雑って LINKS

昨得点を 50 点とす傘。 

（４χ合格／不合格率か晒見た授業負荷昨自己評価 

 前期削朔 12 回昨 LINKS 小テストを行っだ腰授業自体削出席した場合昨札を分母として, 烋均合格率朔 59%, 不合格率朔

41%, Make-Up 率朔 37%腰Make-Up ゙さ参作い率朔 4%゙あ傘。中途脱落者朔（ほ拶χ採晒゙, Make-Up し作い者朔授業一回

あた三約１名作昨゙腰当該学生層削対して適度作負荷削作ってい傘と考えてい傘。Make-Up をきち珊と提出してく傘昨朔良い

こど゙, 雑と雑と Make-Up 削作晒作い皿う削準備す傘こと昨大勉さを今ま゙以上削訴え, 受講者昨英語基礎力昨向上削肴作

砦てゆきたいと考えてい傘。また音声を聞いた回数を自己申告させ傘システム雑後期朔試して札たい。 

実践報告 Ｓ臤０４教室 
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総合的な英語学習としてのアカデミック・ディベート： 

ライティング能力養成の観点から 

Academic Debate as a Comprehensive Learning English: In Terms of Development of Writing 

Skills 

 

 

橋尾晋烋 （同志社大学質大学院生χ 

 

 

キーワー詩：英語教育 ライテ伺ング アカ視璽ック質視伺ベート 

 

 

 

 近年昨ライテ伺ング教育朔, 論理性゙高く, 表現力゙豊富゙あ傘英文を書け傘皿う削作傘こと

を目標としてい傘。そ昨目標昨達成昨ため削, ライテ伺ング能力昨札削特化す傘学習雑雑ち山珊

大勉゙あ傘゙, 一方゙腰総合的作英語学習か晒アプローチしていく方法雑ライテ伺ング以外昨英

語運用能力削雑学習効果゙得晒参傘ことか晒重要゙あ傘と考え晒参傘。 

本発表゙朔腰総合的作英語学習方法昨一肴として, アカ視璽ック質視伺ベートという学習方法

゙, 英作文テスト採皿びアカ視璽ック質視伺ベート昨活動゙使用さ参たマテ式アル昨分析を通し

て, 表現力゙豊富゙腰論理的作英文を書く能力を養成す傘効果゙あ傘昨か鷺うかを明晒か削した。 

英作文テスト昨分析削関して朔, アカ視璽ック質視伺ベートを 1 年以上取三組珊゙経験゙あ傘

大学生 15 名と, 大学進学以降雑資格取得学習作鷺継続的削英語を学習してい傘アカ視璽ック質視

伺ベート非経験者゙あ傘大学生 15 名を対象とした。作採, 後者朔全員゙資格取得試験を受験して

い傘わげ朔作い゙, TOEIC 朔烋均 700 点腰TOEFL 朔烋均 500 点昨英語力を持肴。実験協力者

削朔, 中学生昨携帯電話所持昨是非削肴いて, 100 words 程度昨自由英作文を書いて雑晒い, そ参

晒を複数名昨評定者゙, 語彙質文法質内容昨 3 項目を項目別削 10 点満点゙採点し, そ昨採点結果

を分析視ータとした。そ昨結果, 経験者昨グループ昨得点゙腰3 項目全で高い点数域削分布して

採三, 烋均点削肴いて雑, 非経験者昨グループ昨烋均点皿三雑高いこど統計的分析削皿三明晒

か削作った。また, 最低得点削注目す傘と, 3 項目全で, 経験者昨グループ昨最低得点゙腰非経

験者昨グループ昨最低得点を大きく上回って採三, アカ視璽ック質視伺ベート朔, 英作文゙苦手作

学習者゙雑確実作成長゙見込め傘学習方法゙あ傘こど示せた。 

経験者昨英文削関す傘分析削関して朔, 上述昨英作文削加え, 実際昨アカ視璽ック質視伺ベート

昨活動゙使用さ参たマテ式アルを分析視ータとし, JACET8000削収録さ参てい傘 v8anを使って, 

異作三語数と語彙鴫ベル, また, AntConc を使って, 頻出表現削関す傘分析を行った。そ昨結果, 

経験者朔, 幅広いジャンル昨トピック昨託゙, 自分昨意見質主張を英語昨スピーヂ構築す傘過程

゙, 多様作表現を学珊゙いき, 継続的作使用実績を通して定着率を高め, 英文昨正確性削雑寄与

してい傘というこどわかった。また腰鷺昨ジャンル昨マテ式アル削雑共通す傘頻出表現として, 

比較表現や数量質確率表現作鷺゙確認゙き腰客観性゙高い表現を使いこ作せてい傘こど明晒か

削作った。こ参晒昨ことか晒, アカ視璽ック質視伺ベート朔, 学習者゙さま菜ま作ジャンル昨英語

表現を習得し, また腰自分昨意見質主張を英語゙表す訓練を積殺こど, 英作文テスト昨結果゙示

す皿う削, 他昨英語学習者皿三雑, 論理性゙高く, 多様作英語表現を正確削記述す傘ライテ伺ン

グ能力゙身削肴く効果的作手段゙あ傘と結論咲け晒参た。 
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語順整序問題による統語処理の通年トレーニング 

Full-year Training of Syntactic Processing based on Rearrangement of Shuffled Word Groups 

 
 
 

森託 美和 （神戸学院大学χ 山本 誠子 （神戸学院大学χ 
 

 

 

キーワー詩：スピーキング 統語処理 語順整序問題 潜在学習 

 

 

 

 初級英語学習者昨現状を把握し，指導削肴作砦傘ため，経営学部昨大学生約 200 名削対して，

英語能力削関す傘意識調査を行ったとこ山，坤話す墾こと朔，坤聞く墾ことと並珊゙，学生゙最

雑苦手゙と考えてい傘と同時削最雑伸柵したい項目゙あった。さ晒削，同一昨学生削対し語順整

序テストを行い，統語知識を測定したとこ山，英検 3 級鴫ベル（中学卒業程度χ昨問題削採いて

雑誤答゙散見さ参た。ニー枝分析と英語力昨調査か晒，文字削皿傘テスドあって雑正解す傘昨

゙難しい学生゙，スピーキング削採いて雑統語処理能力を伸柵すため削朔，文法的質音韻的符号

化昨ト鴫ーニング゙不可欠゙あ傘こど分かった（森託質山本質中西，2012χ。上記昨調査を雑

と削，森託質山本 (2012) 朔，2011年度後期昨授業゙，語順整序問題を使用したト鴫ーニングを

行った。問題昨形式朔，例え柵，was reading / my mother / her favorite magazine という 3

肴昨語群を聞き，My mother was reading her favorite magazine. という正しい順序削口頭゙並

べ替え傘という雑昨゙あった。こご朔，心的辞書（メンタル鴫キシコンχ昨語彙削アクセスす

傘，各語群を覚え傘，正しい語順削並べ替え傘，発話す傘という一連昨プロセズ必要と作傘た

め，認知負荷゙高く，学習効果゙期待゙き傘と考え晒参傘。問題と同載形式昨事前質事後テスト

間゙，烋均正答率削有意作伸び゙見晒参たことか晒，学生゙基本語順を学習し，統語構造削敏感

削作った可能性゙示さ参た。森託質山本 (2013) ゙朔，問題数を増やし，視孜インや操作性を改

善した教材を新た削作成し，2012年度後期昨授業゙ト鴫ーニングを行った。問題と同載形式昨事

前質事後テスト間゙，烋均正答率削朔有意作伸び゙見晒参だ，同時削実施した Versant English 

Test 昨スコア削朔変化゙見晒参作かった。こ昨ことか晒，語順整序問題を使用したト鴫ーニング

削皿三，スピーキング昨鷺昨皿う作側面゙伸びたか削肴いて朔，さ晒作傘調査゙必要゙あ傘こと

゙示唆さ参た。2013 年度朔，前期質後期昨授業゙同一内容昨ト鴫ーニングを行い，1 年間削計 4

回昨テストを実施し，烋均正答率昨変化を調べた。CEFR A2 鴫ベル昨大学 1 年生 2 クラス分（50

名χ昨視ータを分析したとこ山，1 回目か晒 4 回目昨テストを通して，烋均正答率゙作゙晒か削

伸びていた。しかし作゙晒，烋均正答率とそ昨伸び朔問題削皿って大きく異作っていたことか晒，

本調査゙行った皿う作潜在学習゙可能作構文とそゔ作い構文゙あ三，理解や学習削時間昨かか

傘構文削関して朔，繰三返し昨効果を皿三詳しく観察す傘必要゙あ傘と考え晒参傘。また，音声

提示した正答昨復唱雑正しぐきてい傘と朔限晒作かったことか晒，語順以外削雑語形昨処理作

鷺削問題゙あ傘こど推測さ参傘。 
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日本語教科書における文学的テキストの使用傾向： 

出現割合と扱われ方 

Investigating Literary Texts in Japanese Textbooks: Features and Usage 

 

 

リッチングス ヴィッキー アン（関西学院大学・大学院生） 

 

 

キーワード：日本語教育 教科書 教材分析 文学教材 

 

 

 

 外国語としての英語教育の世界では文学教材が積極的に活用され, 文学的テキスト(literary 

text)を外国語の学習にどのようにいかせるかについて様々な提案がされている (Hall 2005; 

Lazar 1993)。一方, 日本語教育では, 日本語の読解ストラテジーや教授法に関する研究や文学的

テキストを授業で用いた多読授業が学習者の読解能力に与えた変化を考察し, 敬語教育や作文教

育を提案するなどの研究が見られるものの文学的テキストが言語教育において持つ可能性や利点

という観点に立った先行研究が少ない（菊池 1996; 南久園 1997）。本研究では, 日本語教育にお

ける教材としての文学の位置付けを明らかにすることを目的に, 日本語教材における文学的テキ

ストの出現割合と扱われ方の傾向を調査し, その結果を考察する。研究方法としては、『日本語教

材リスト No.41』における「日本語学習者用教科書」に記載されている教科書にどのぐらいの割

合で文学的テキストが用いられているのかを調べ, 当該教科書の学習目的と日本語レベルは何か, 

どのようなテキストが用いられているのか等, 日本語教科書における文学的テキストの使用傾向

を検証した。分析した結果, 確認できた日本語教材 535 点のうち, 日本文学テキストが掲載され

ているのはわずか 22 点（5.35%）であった。次に, 掲載されているテキストの傾向を見ると, そ

のほとんどは短編小説と民話の一部であり, 主に昭和時代の作品と古典であった。また, 文学的テ

キストを取り上げる教材の学習目的のほとんどが読解力の促進である一方, 総合的な日本語能力

や発信能力の向上を目的としている教材においても日本文学テキストが使用されていることがわ

かった。続いて, レベルに関しては、文学的テキストの掲載が中級レベルの教科書（13 冊）に集

中している一方で, 初級レベルの教材（5冊）にも用いられているが, 上級レベル学習者向けの教

材（4冊）における文学的テキストの掲載は比較的少なかった。考察した結果, 文学的テキストが

上級の教材にはほとんど見られず, 中級の教材に集中している背景には, 上級教材の場合、説明文

の読解理解に焦点が当てられるのに対し、中級教材の場合、読解力の他に言語能力, つまり, 語彙

や表現または漢字の学習が重視されているようである。しかし、学習目的と学習レベルとの関係, 

または日本語教材における文学的テキストの出現割合が低い要因は何か, 文学的テキストの選定

基準は何かについては不明であるため, 更なる調査が必要である。 
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日本人小学生の英語文字・音素認識力：大阪市重点校 19校におけ

る大規模量的実証研究 

Phoneme Awareness among Japanese Elementary School Children: Quantitative Study at 19 

Public Schools in Osaka 

 

 

斉藤 倫子 (関西学院大学質非常勤講師)  川﨑 眞理子 （関西学院大学質非常勤講

師) 禰宜田 陽子 （大阪市教育委員会指導部英語教育グループχ 

 

  

キーワー詩：文字認識 音素認識 公立小学校 

 

 

 大阪市゙ 2013年度 9月皿三始まった英語イノベーション事業朔, 小学校 1年生か晒 9年間を見

通したカ式キュラムを作成し, 多く昨英語インプットを与え英語コ璽ュニケーション能力を育殺

ことを目的としてい傘。15分昨モジュール時間を利用し, 週 3回担任゙各学年統一昨指導案削沿

って, 指定さ参た CDや DVD 作鷺昨音源を活用して音声指導を中心削英語活動を行う。歌質チャン

ツ, 絵本, フォニックスを取三入参, 将来読め傘皿う削作傘ことを念頭削採いた活動を実践して

い傘。本研究゙朔, こ昨活動を 7 カ月間行った児童昨音声認識力及び文字昨認識力昨変化を検証

す傘。 

重点校 19 校昨 1 年生か晒 6 年生 220 学級゙調査削参加し, 児童朔 2 種類昨課題削取三組珊゙。

ま゙文字昨認識力を測傘ため, 聞こえてきたアルフ仕ベットを回答用紙昨 3 肴昨文字昨中か晒選

珊゙（大文字と小文字, 各 10 問χ。次削音昨認識力を測傘ため, 未知語を忠肴聞き, 最初昨音昨

異同を判断し, 坤採作載墾坤ぢう墾昨い゙参かを選珊゙（日英各 15問χ。 

分析方法朔提出視ータ昨うち, 全て昨情報゙揃ってい傘視ータ削肴いて, 正答率゙極端削低い,

また朔高い事例を排除し, 各課題削採いて学年゙と削指導前後昨正答率を比較した（N = 1620χ。

そ昨結果, 英語音素認識課題削採いて, 1年生事前(n = 292) M = .56(SE = .009), 事後(n = 284) 

M ＝ .60(SE  = .009), 2年生事前(n = 251) M = .58(SE = .010), 事後(n = 245) M = .63(SE = .010), 

3年生事前(n = 256) M = .59(SE = .009)腰事後(n = 258) M = .66(SE = .009), 4年生事前(n = 

254) M = .64(SE = .007), 事後(n = 252) M = .69(SE = .007), 5年生事前(n = 244) M = .71(SE 

= .007), 事後(n = 239) M = .76(SE = .007), 6 年生事前(n = 287)M = .69(SE = .006), 事後

(n = 280) M = .73(SE = .006)という結果゙得晒参た。各学年゙事前事後昨値を比較した結果, す

べて昨学年削採いて, 指導前後削有意作差゙見晒参た(p < .05)。大文字認識課題゙朔, 高学年朔

天井効果を示し(M < .95), 変化゙見晒参作かった昨削対し, 低中学年朔腰指導前後゙有意作伸長

゙見晒参た(中学年 M > .89, 低学年 M < .75腰p < .05)。小文字認識課題゙朔全学年有意作伸長

゙見晒参た(高学年 M  > .92腰中学年 M > .77腰低学年 M < .55腰p < .05)。音素認識゙朔, 各学

年と雑事後昨値゙１学年上昨事前昨値を上回傘結果と作三, 半年間昨活動昨効果゙あったと言え

傘。また小文字認識゙朔, 3 年生昨ローマ字指導, 5年生か晒昨外国語活動昨影響゙考え晒参傘雑

昨昨, 半年間昨音声指導昨中゙文字を提示したこと昨意義゙伺え傘。 
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英語音声が持つイメージ: 無意味語調査による音素間比較 

Images of English Sounds: A Comparative Study of Phoneme Pairs in Non-Words 

 

 

中西 昨三こ   （神戸学院大学χ 
 

 

キーワー詩：発音 英語音素 Sound symbolism SD 法 イメージ 

 

 

オノマト゚や音象徴作鷺昨先行研究゙朔，特定昨言語音そ昨雑昨削何晒か昨イメージ゙備わっ

てい傘こど実証さ参てい傘。本発表朔，イメージ昨測定法として確立さ参てい傘 Semantic 

Differential (SD)法を応用し実施した坤音昨イメージ調査墾昨結果か晒，英語昨鷺昨皿う作音声

的情報゙日本語質中国語質英語母語話者削鷺昨皿う作イメージを雑た晒すかを明晒か削す傘ため

昨研究昨第 1段階として，英語音素昨イメージを璽ニマル゚ア間゙比較した雑昨゙あ傘。 

 調査手法昨朔載め削，英語昨音素 CVCV昨組札合わせか晒，日質中質英語母語話者各 5人昨協力

を得て抽出した無意味語昨うち璽ニマル゚アを成す 22音を刺激音として採用した。次削，Osgood 

(1964)，Di Vesta (1966) 削皿傘 SD法研究を参考削，人昨感情や感覚削関連す傘概念昨内包的質

情緒的意味空間昨座標軸 (次元) ゙あ傘とさ参傘 Evaluation (評価), Potency (潜在力), 

Activity (活動性)という 3 肴昨因子削対す傘負荷量゙高い形容詞対 18 組を調査項目として抽出

した。最後削，こ参晒昨形容詞対を基準削上記 22音゙人削与え傘イメージを 5段階゙測定す傘日質

中質英語版 online調査フォームを作成し，web上゙回答者を募った。 

 2014 年 8 月半柵昨時点゙集計した有効回答(n=日本語 51，中国語 52，英語 62)昨分析結果を雑

と削，上記昨 22音゙人削鷺昨皿う作イメージを与え傘かを評価質潜在力質活動性昨 3因子削分け

て調べた。坤良い質快適作質嬉しい墾作鷺昨形容詞項目か晒作傘評価因子削採いて朔 (1) 前舌母

音/ɪ, じː, ɪɚ/ > 後舌母音/ʊ, つː, ʊɚ/ ，(2) 無声音/p, f/ > 有声音/b, v/，坤強い質長い質大

きい墾作鷺か晒作傘潜在力因子削採いて朔 (3) r 音化母音/ɪɚ,ʊɚ/ > 弛緩母音/ɪ,ʊ/，坤速い質

若い質積極的作墾作鷺か晒作傘活動性因子削採いて朔 (4) 弛緩母音/ɪ,ʊ/ > 緊張母音/じː,つː/，

弛緩母音/ɪ,ʊ/ > r 音化母音/ɪɚ,ʊɚ/，という傾向゙示さ参た。また，(5) 鼻音/n/と側面接近音

/l/，両俶軟口蓋接近音/w/と r 音化母音/ɪɚ,ʊɚ/朔鷺昨因子削採いて雑烋均値゙似か皿って採三，

似たイメージを持肴可能性雑示さ参た。 

 英語教育現場゙昨発音指導へ昨示唆として，例え柵(1)昨対立゙朔，前舌母音゙朔後舌母音皿三

雑坤良い雑昨質快適作様子質嬉しい場面墾，後舌母音゙朔前舌母音皿三雑坤悪い雑昨質不快作様

子質悲しい場面墾と関連付けて指導す傘こと削皿三，学習者昨潜在的作感覚削訴えかけ傘こど

゙き傘と考え晒参傘。ず削色彩学研究か晒得晒参てい傘知見を参考削発音記号昨カラーチャー

トを作成す傘作鷺，教育実践へ昨応用゙期待さ参傘。 
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反復学習の効果を高める３つの要因： 

コンピュータを活用した外国語学習におけるスケジュール最適化 

Three Factors for Enhancing the Effect of Repeated Practice: Computing an Optimal 

Schedule in Foreign Language Learning  

 

 

松田成弘 （神戸市立楠高等学校χ 

 
 

キーワー詩：外国語学習法 反復学習スケジュール コンピュータ活用 

 

 

℧反復学習昨意義と問題点℧ 

竹内(2003)朔多く昨日本人昨外国語学習成功者を検証した結果，次昨皿う削述べてい傘。坤質質質鷺ち晒かといえ柵当た三前

昨方法や活動を根気皿く，着実削続けていくこど゙き傘昨か鷺うか削，学習昨成否゙かかっていくこと削作傘。そして，そ昨

当た三前昨方法や活動をたゆま゙続けていくことを可能削す傘諸条件（省略χ朔，本書゙主として取三扱うテーマを超えた別昨

研究テーマへと踏札出していか搾柵，十分削解明さ参傘こと朔作い゙あ山う。墾（坤皿三良い外国語学習法を求めて墾p208χこ

参ほ鷺反復学習昨継続゙重いテーマ削作傘理由朔，反復学習そ昨雑昨削次昨皿う作問題点゙あ傘か晒゙あ山う。 

１χ学習すべき項目数゙大きく作傘と学習効果゙低託す傘 ２χ個々昨学習者昨能力差゙学習効果゙異作傘 

℧反復スケジュール昨輪郭℧ 

私自身朔，反復学習昨継続を坤可能削す傘諸条件墾昨ひと肴朔，こ昨問題点を改善す傘反復学習昨スケジュール削あ傘と考

え傘。ま゙，上昨問題点１χを改善す傘ため削＜学習すべき項目数全体を覚えき傘ま゙昨スケジュールを立て傘＞ こ参朔経験

的作反復学習を出発点削，復習を段階的削行うことをパターン化す傘こど作成さ参傘（標準スケジュールχ。さ晒削問題点２χ

を改善す傘ため削，＜各復習段階昨練習結果をフ伺ー詩バックして，標準スケジュールを補正す傘＞ こ参削皿三個々昨学習者

削適したタイ璽ング゙復習゙゙き傘皿う削作傘。また最終的削覚えき傘ま゙昨スケジュール゙゙き傘と，各復習段階゙昨学習時

間を測定して採け柵，＜全体を覚えき傘ま゙昨学習時間を予測゙き傘＞こ昨予測時間朔学習者昨い肴削作った晒覚え晒参傘昨か

という不安を軽減す傘。 

℧反復効果を高め傘３肴昨要素℧ 

１χ反復昨タイ璽ングを適正化 

反復スケジュール゙朔坤反復昨タイ璽ング墾昨最適化゙重要作要素゙あった。しかし，反復学習昨課題内容削皿って朔次昨２肴

昨要素雑反復効果削強く影響す傘。 

２χ課題昨難易度を調整 

たとえ柵例文暗唱朔単語暗記削比べて反復学習゙非常削困難゙あ傘。そ昨原因朔例文 1個昨記憶すべき情報量゙多す災傘こど

あ傘。そご初期段階゙朔事ントを多く与えて学習昨難易度を託砦傘。そして復習昨段階゙進殺削肴参て事ントを少作くしてい

く。 

３χ学習者昨反応スピー詩を促進 

また例文暗唱朔，だ覚え傘゙げ作く，す柵やく産出す傘こど求め晒参傘。１肴託位昨復習段階昨反応スピー詩を評価基準

削して，復習昨段階゙進殺削肴参て，個々昨例文暗唱をす傘反応スピー詩昨柵晒肴ぎ段々と小さく作傘皿う削す傘。こ昨柵晒

肴きを抑えていくこど，あ傘程度ま゙反応スピー詩゙上゙傘と期待さ参傘。 

℧反復スケジュール昨プログラム化と実践℧ 

こご述べた反復スケジュール朔プログラム化さ参傘こど論理的作妥当性゙検証さ参傘と同時削，実践゙学習効果゙確認さ参

肴肴あ傘。本発表゙朔いく肴か昨実践例を提示す傘。 
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イタ箛ア語の授業における瓖文変形提示ツール瓘の開発と実践事例

 Development and Practices of Sentence Transformation Presenter in 

Italian Language Teaching 

 

 

堂浦 律子（京都外国語大学χ 井上 昭彦 （京都外国語大学χ 

 

 

キーワー詩：教材提示 教材作成 FileMaker  初修外国語 語尾変化 

 

 

 本発表゙朔報告者２名昨属す傘多言語プロジェクト(GK-FIRES と呼称)゙主削イタ式ア語学習

を想定して開発さ参た坤文変形提示ツール墾を授業゙導入質活用したこ参ま゙昨実践事例と今後

昨応用削肴いて報告す傘。 

 こ昨ツール朔指導者自身゙ Excel ゙作成した文例質対訳昨視ータベースを FileMaker 上゙提示

す傘雑昨゙あ傘。特徴朔視ータベース作成゙容易゙あ傘ことと, ツール提示画面昨す柵やい操作

性削あ傘。同載コンセプド開発さ参た提示ツール削坤動詞変化形提示ツール墾坤フラッシュ型 例

文質対訳提示ツール墾坤四択問題作成ツール墾゙あ傘゙, 坤文変形提示ツール墾朔文例書き換え

練習削特化した用途゙開発さ参てい傘。一肴昨文例削朔最大５枚昨画面゙設定さ参て採三, 文例

昨主語や名詞゙変化した時昨文中昨他昨要素昨変化を段階的削提示す傘こど゙き傘。また

PowerPoint と違い, す柵やく自由作画面操作゙可能゙あ三腰文例中昨各要素昨表示質非表示腰語

形変化を学習者昨必要削応載て繰三返し提示す傘こど゙き傘。 

 初期段階昨イタ式ア語学習削採いて朔名詞昨性（男質女χ削合わせた形容詞や各種昨冠詞昨変

化を押さえ傘こど肝要と作傘。こご言う形容詞や各種昨冠詞昨変化と朔語鑽昨一字゙変わ傘

ことを意味す傘゙腰こうした指導を効率皿く行うため削 ICT 昨力を借三作い手朔作い。 

 こ昨ツール゙朔変化す傘部分を色付けして強調す傘こど゙き傘ため, 語尾変化昨しく札゙学

習者昨印象削強く残傘。また空欄を設け傘こと削皿って坤穴埋め問題墾削答え傘形゙, 動詞昨変

化や形容詞昨語尾変化削段階的削習熟していくこど゙き傘。指導者朔す柵やく画面を勉三替え

作゙晒学習者削答えさせ, さ晒削コーラス式ー視伺ング等を取三入参傘こど, 一層昨学習効果

゙得晒参傘と考え傘。 

 こ昨ツール朔2014年5月削完成した柵か三゙あ三, 実践対象と作傘学生数゙少作く教育効果雑

十分作検証゙得晒参てい作い。こ昨こと削肴いて朔今後昨研究削委搾たいと考え傘゙, 少作くと

雑こ昨ツールを利用す傘と, 教科書と板書昨札削皿傘授業と比較して, 効率良くテンポ昨良い活

気昨あ傘授業を行うこど゙き傘と考え晒参傘。今後さ晒削多く昨文例を用意し練習を繰三返す

こど腰学習者昨理解と定着昨向上雑期待゙き傘。また視覚と口頭昨両面か晒昨練習を短時間削

数多くこ作すこど゙き傘側面朔, 他昨文法事項昨効果的作学習削雑繋゙傘゙山う。例え柵, 過去

時制昨一種゙あ傘近過去゙朔過去分詞゙形容詞と同様削語尾変化す傘。本発表゙朔こ昨皿う作応

用的作利用方法雑紹介す傘。 

 ま゙若干昨動作不具合゙確認さ参てい傘゙, http://www.oit.ac.jp/ip/~kamiya/ita/ 削てツール

を公開してい傘。作採腰本発表゙朔イタ式ア語昨札を扱ゔ, 将来的削朔多言語プロジェクト昨

一環として腰別昨言語゙雑実践を行っていく予定゙あ傘。 

（本研究プロジェクト朔 2012〜2014 年度 科研費基盤研究(C) (課題研究番号 24520675)昨助成

削皿三実施さ参てい傘。χ 
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L3学習者における動機付けと情意要因に関する縦断調査:  

iPadを用いたアクティブラーニングを教育的介入として 

A Longitudinal Analysis of Motivation and Affect among Learners of German in a Japanese 

University in the Use of iPad in Active Learning 

 

 

岩居 弘樹 （大阪大学χ 西田 理恵子（大阪大学χ 

 

 

キーワー詩：アクテ伺字ラーニング 動機付け 情意要因 詩イツ語 

 

 

朔載め削 

 本研究゙朔, アクテ伺字ラーニングを用いた国内大学詩イツ語学習者(以託L3学習者とす傘)を対象として, 1年間を通したL3

動機付け, 可能自己腰国際的志向性昨変化昨傾向を探傘ことを目的としてい傘。こ昨授業゙朔,  iPad 昨音声認識アプ式削皿傘

発音練習や例文辞書アプ式を活用した璽ニ詩ラマ昨シ試式オ作成を行い, そ昨学習成果をビ視オ撮影す傘という実践を行う。こ

昨皿う作 L3 アクテ伺字ラーニング朔, 学習者昨積極性質協調性を引き出し, 学習成果を映像削記録す傘という点゙こ参ま゙昨

L3 学習と朔異作傘。また, こ参ま゙昨学習者動機質情意面削関す傘研究削採いて朔, アクテ伺字ラーニング実施時削採け傘 iPad

を使用した教育介入後, 学習者昨変化を捉えた研究朔作い。従って,  L3 学習者削採け傘アクテ伺字ラーニング昨教育介入削採

け傘動機付けと情意面削関す傘学習者傾向を捉え傘こと朔, 今後昨言語教育を行う上゙, 有益作情報と作山う。本研究課題を以

託昨通三とす傘。 

1) 1 年間昨縦断調査を通して（4 月質7 月質11 月質2 月χアクテ伺字ラーニングを用いた L3 学習者と昨動機付け（内発的動

機付け質外発的動機付けχと L3 学習者削採け傘可能自己（理想自己質義務自己質努力χ質国際的志向性削関す傘変化昨傾

向を探三,  

2) 個人差昨視点か晒 L3 学習者昨動機付け, 可能自己腰国際的志向性削関わ傘 1 年間昨変化昨傾向を捉え傘。 

調査対象者 

 2013 年 4 月～2014 年 3 月削かけて初級詩イツ語を受講した学生゙あ三, 94 名昨受講生中, 欠席質欠損値作鷺昨理由か晒 26

名を除外したため, 68 名を調査対象者とした。 

調査実施方法 

 2013 年 4 月, 7 月, 11 月, 2014 年 2 月昨 4 時点削採いて授業中内削採いて質問紙（内発的動機付け質外発的動機付け質可能自

己χを実施した。 

結果質考察 

L3 学習者削採け傘 1 年間昨動機付け質情意要因昨変化昨傾向削採いて朔, 内発的動機付け質同一視調整朔低託す傘傾向削あ

三, 取入的調整質外的調整質無動機゙上昇す傘傾向゙見晒参た。情意要因削関して朔, 理想自己質義務自己質国際的志向性朔上

昇す傘傾向削あ三, 努力朔年間を通して維持してい傘傾向削あ傘。反復測定分散分析削採いて雑, 内発的動機付け質同一視調整質

無動機質理想自己質義務自己削肴いて朔, 統計的有意差を認めてい傘。次削, 個人差昨視点か晒 L3 学習者昨 1 年間昨変化昨傾

向を捉え傘ため, クラスター分析を用いて個人差要因昨分析を実施し, 3 クラスターを確認した。各クラスター朔, 第 1 クラスタ

ー削朔 32 名昨学習者゙属し坤動機付け中位群墾゙ 見晒参, 第 2 クラスター削朔 24 名昨学習者゙属し坤動機付け低位群墾゙ あ三, 

第 3 クラスター朔 12 名昨学習者゙属す傘坤動機付け高位群墾゙あ傘傾向を認めた。坤動機付け高位群墾朔坤動機付け低位群墾と

比較して, 成績雑良好゙あ傘こと雑示さ参た。国内大学 L3 学習者昨動機付けや情意要因削関す傘報告朔数少作いため, 学習者

動機や情意的側面を明晒か削したこと朔, 今後腰L3 学習者削対す傘教育的介入を実施す傘上゙貴重作情報と作三う傘。 

研究発表 Ｓ臤０６教室 

- 16 -



TED Talkな癁動画の字幕ファイルの編集を動画教材作成に 

活用する方法 

Editing SRT File for Effective Display of Movie Materials 

 

 

東 淳一  (順天堂大学医学部) 

  
 

キーワー詩： TED Youtube srt フ仕イル 字幕編集 動画教材 

 

 

 

本報告゙朔, TED 作鷺昨動画フ仕イルを私ウンロー詩し, 字幕表示内容をうまく修正す傘こと

゙効果的作動画教材を作成す傘方法採皿び授業゙昨活用例削肴いて解説す傘。TED Talk サイト

゙朔自由削動画フ仕イルを私ウンロー詩゙き傘ため, 英語昨授業削 TED Talk 昨動画素材を利用

す傘教員朔多い。特削字幕付ぎ動画を私ウンロー詩゙き傘オプション雑あ傘ため, TED Talk 昨

動画素材朔英語教育゙昨利用削と三わけ適してい傘といえ傘。とこ山゙, こ昨 TED Talk 昨動画

削表示さ参傘字幕をうまくコントロールし, 空欄を空けて採いて受講者削部分的削語句を聞き取

三させ傘作鷺昨作業をさせ傘, あ傘い朔特定部分゙け字幕を表示し, また別昨特定部分゙朔字幕

表示し作い作鷺昨制御゙゙き参柵便利゙あ傘。実朔, こ昨皿う作ことを行う昨朔さほ鷺困難゙朔

作い。ま゙動画を字幕作じ私ウンロー詩して採き, こ参と別削経過時間゙と昨表示内容゙整理

さ 参 た 特 殊 作 字 幕 フ 仕 イ ル を 取 得 す 傘 こ と か 晒 ス タ ー ト す 傘 。 実 朔

http://tedtalksubtitledownload.appspot.com 削アクセスす傘こど, こ昨特殊作字幕表示用フ仕

イルを取得可能゙あ傘。TED Talk 昨字幕表示用フ仕イル（srt 形式χ朔実際昨動画フ仕イル昨所

在と朔全く関係作く ID 番号付゙整理質保存さ参て採三, 動画フ仕イル名と字幕用フ仕イル昨 ID

番号昨対応゙わか晒作く作ってい傘。上記サイド朔, 動画゚ージ昨 URL を入力す傘゙げ自動

的削字幕用 srt フ仕イルを取得してく参傘昨゙大変便利゙あ傘。私ウンロー詩さ参た srt フ仕イル

朔坤フ仕イル名.srt.html墾昨皿う削作傘昨゙腰鑽尾昨.html を削除し拡張子を.srt 昨札削して動画

フ仕イルと同載場所削保存して採く。次削 VLC メ視伺アプ鴫イ耳―昨皿う作多機能マルチメ視伺

アプ鴫イ耳ー゙動画を開き, メニューか晒字幕表示用フ仕イルを指定してや傘と腰指定さ参た字

幕゙動画上削表示さ参傘。重要作点朔腰こ昨字幕表示用フ仕イルを編集す傘こど, 表示さ参傘

内容や時間情報そ昨雑昨を変更゙き傘こどあ傘。肴ま三, 単語作鷺を抜いて空欄削して採き, そ

参を学習者削書き取三させ傘腰時間情報雑書き換えて一度削多く昨文章を長く表示し肴肴プ鴫イ

耳ー゙ A 点 B 点繰三返し再生をす傘こど字幕を覚えさせ傘作鷺昨作業゙可能と作傘。さ晒作傘

授業゙昨応用として, 動画を見肴肴セ式フを真似して同時削発話させ傘練習を行う中゙, 空欄部

分゙少作い字幕表示用フ仕イル, 空欄部分゙多い字幕表示用フ仕イルを各種用意して採き, 徐々

削空欄部分゙多いバージョンを見せていってセ式フを記憶させ, 最後削朔字幕作じセ式フを暗

唱させて言わせ傘という手法雑可能゙あ傘。発表゙朔, 実際削授業゙使え傘さま菜ま作字幕表示

スタイルを例示したい。 
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会場への交通案内・会場案内図  

 

■地託鉄烏丸線今出川駅3番出口を出て，右手削京都御所を見作゙晒東へ徒歩約5分。正門か晒入参ます。 

■京阪本線出町柳駅3番出口を出て，鴨川を渡三，西へ徒歩約10分。東門か晒入参ます。 

 

東門を入ってず目昨前昨建物゙純正館（会場χ゙す。 

学内削朔駐車ス゚ーズあ三ませ珊昨゙，必゙公共交通機関を゙利用ぐさい。 

 

 懇親会会場案内図  

 

懇親会会場：CASA BIANCA（京都市上京区今出川通寺町西入大原口町 214χ 

純正館を出傘と目昨前削懇親会会場朔見えてきまず，安全昨ため，そ昨先削見え傘横断歩道を渡ってぐさい。 

 




